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恒
例
の
年
頭
あ
い
さ
つ
で
厳
し
い
状
況
見
据
え
て 

理
事
長
、
大
学
学
長
が
学
園
、
大
学
発
展

の
た
め 

教
職
員
一
丸
の
協
力
呼
び
か
け
る 

学
園
、
大
学
の
教
職
員
を
前
に
年
頭 

の
あ
い
さ
つ
を
行
う
後
藤
淳
理
事
長 

 

学
園
、
愛
工
大
の
平
成
二
十
一
年
仕
事
始
め
式
は
一
月
七
日
、
愛
知
県
豊
田
市
八
草
町
の
愛
工
大
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
第
２
本
部
棟
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
藤
淳
理
事
長
、
後
藤
泰
之
学
長
は
恒
例
の
年
頭
あ
い

さ
つ
で
、
世
界
同
時
不
況
に
加
え
少
子
化
な
ど
学
園
、
各
設
置
校
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
と
述
べ
、

学
園
、
本
年
開
学
五
十
周
年
を
迎
え
る
大
学
ほ
か
各
設
置
校
の
発
展
の
た
め
、
教
職
員
の
一
層
の
協
力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
同
日
は
愛
工
大
情
報
電
子
専
門
学
校
、
一
月
六
日
は
愛
工
大
名
電
高
校
・
附
属
中
学

校
で
も
行
わ
れ
、
教
職
員
は
気
持
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

第
２
本
部
棟
五
階
会
議
室 

 

で
開
か
れ
た
仕
事
始
め
式
で 

 

後
藤
淳
理
事
長
は
学
園
、
大 

 

学
教
職
員
を
前
に
、
今
年
大 

 

学
開
学
五
十
周
年
、
三
年
後 

 

に
学
園
創
立
百
周
年
を
迎
え 

 

る
が
、
少
子
化
に
昨
年
末
の 

 

ア
メ
リ
カ
の
金
融
危
機
に
端 

 

を
発
し
た
世
界
同
時
不
況
も 

 

重
な
っ
て
学
園
を
取
り
巻
く 

 

状
況
は
、
一
段
と
厳
し
い
と 

 

の
見
通
し
を
述
べ
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
う
え
で
、
学
園
も
組 

 

織
、
制
度
等
で
見
直
す
べ
き 

 
も
の
は
見
直
す
と
し
て
、
学 

 
園
発
展
の
た
め
教
職
員
一
丸 

 

と
な
り
協
力
し
て
ほ
し
い
、 

 

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 
 

続
い
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ 

 

た
後
藤
泰
之
学
長
は
、
開
学 

 

五
十
周
年
を
迎
え
、
昨
年
秋 

 

全
学
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
劇 

 

場
用
映
画
「
築
城
せ
よ
！
」 

 

製
作
（
六
月
名
古
屋
等
で
公 

 

開
）
の
ほ
か
、
各
記
念
事
業 

 

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
大 

 

き
な
節
目
の
年
を
教
職
員
と 

 

力
を
合
わ
せ
、
盛
り
上
げ
て 

 

い
こ
う
、
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
四
月
か
ら
工
学
部
、 

 

経
営
学
部
、
情
報
科
学
部
の 

 

三
学
部
体
制
と
な
り
、
平
成 

 

二
十
二
年
に
名
古
屋
市
・
自 

 

由
ヶ
丘
に
経
営
学
部
の
新
キ 

 

ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ
れ
る
の 

 

を
受
け
て
、
そ
の
円
滑
な
運 

 

営
の
方
策
等
を
早
急
に
検
討 

 

し
て
い
く
と
の
考
え
を
、
明 

 

ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

（
理
事
長
、
学
長
の
「
年
頭 

 

あ
い
さ
つ
」
の
詳
細
は 

面 

 

に
） 

 教育や科学技術、スポーツの振興などを通し 

て学園の発展に寄与した人に贈られる平成20年 

度「後藤鉀二賞」に愛工大機械学科教授の加藤 

厚生氏（70）が選ばれました。加藤教授はイモ 

ムシロボットの開発、製作を通して学生に「も 

のづくり」の楽しさを教え、平成17年の愛・地 

球博で実演、展示し話題を呼びました。また、 

早くからバイオメカニズムに着目し同学会創設 

に尽力、平成16年から2年間､学会会長を務め学 

園の教育､科学技術の振興に貢献しました。 

 授賞式は１月22日､本部棟内で行なわれ後藤鉀 

二前理事長の遺影に黙祷した後、後藤淳理事長 

が加藤教授の功績を称え、賞状と記念品を贈りました。それに対し、加藤教授 

が「学園最高の栄誉である後藤鉀二賞を受けることができ感謝しています」と 

お礼を述べました。記念撮影の後、食事をしながら歓談しました。加藤教授は 

昭和37年に本学電気工学科を卒業し、44年から現在まで本学講師、助教授、教

授として勤務。その間、工学部長のほか愛工大初代同窓会長も務めました。 

－科学技術振興の貢献等で加藤厚生愛工大教授に― 

後藤鉀二賞の加藤厚生教授（前

列右から３人目）と後藤淳理事

長（同４人目）を囲んでの記念

撮影 
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理事長「学園発展に教職員一丸となり協力を」 
  

学 長「力を合わせ開学記念を盛り上げよう」  

 
 

年
頭
あ
い
さ
つ
詳
細 

    

◆
事
務
組
織
の
新
設 

 
 

平
成
二
十
年
十
月
一
日
付
、
大 

 
 

学
に
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事 

 
 

業
実
施
の
た
め
、
「
戦
略
的
大 

 
 

学
連
携
室
」
を
新
設
。 

  

◆
人
事 

 

【
新
規
採
用
】
（
一
月
一
日
） 

 

（
大
学
） 

 

工
学
部
機
械
学
科
教
授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
本 

隆
一 

 

【
新
規
委
嘱
】
（
一
月
一
日
） 

 

（
大
学
） 

 

戦
略
的
大
学
連
携
室
連
携
コ
ー
デ 

 

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
嘱
託
職
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

若
山 

 

茂 

 

【
兼
務
】
（
平
成
二
十
年
十
月
一 

 
 
 
 
 
 

日
） 

 

（
大
学
） 

 

戦
略
的
大
学
連
携
室
長 

 
 

 
 

工
学
部
都
市
環
境
学
科
教
授
・ 

 
 

学
長
補
佐 

 
 

曽
我
部
博
之 

 

戦
略
的
大
学
連
携
室
員 

 

 
 

大
学
事
務
局
学
務
課
長
・
助
成 

 
 

課
長 

 
 
 
 

井
沢 

清
人 

 

戦
略
的
大
学
連
携
室
員 

 
 

大
学
事
務
局
助
成
課
係
長
・
学 

 
 

務
課
係
長 

 
 

加
藤 

 

聡 

 

戦
略
的
大
学
連
携
室
員 

 
 
 
 

大
学
事
務
局
学
務
課
事
務
職
員 

 
 
 
 
 
 
 

三
輪 

瑞
樹 

 

戦
略
的
大
学
連
携
室
員 

 
 
 
 

 
 

大
学
事
務
局
学
務
課
事
務
職
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
中 

雅
哉 

 

戦
略
的
大
学
連
携
室
員 

 
 
 
 

 
 

大
学
事
務
局
助
成
課
事
務
職
員 

 
 

・
学
務
課
事
務
職
員 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

塚
本 

真
弓 

 

学
園
人
事
等 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年 

も
い
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
厳
し
い
中
に
も
清
々 

し
い
お
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

思
え
ば
、
昨
年
は
大
変
な
年
で
し
た
。
夏
の
北 

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
ま
で
、
（
景
気
は
）
順
調 

な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
で 

起
き
た
金
融
危
機
が
世
界
に
波
及
し
、
同
時
不
況 

と
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
、
（
モ
ノ
を
）
生
産
し 

て
輸
出
す
る
日
本
は
、
円
高
も
加
わ
り
、
大
変
な
苦
境 

に
陥
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
一
刻
も
早
く
、
そ
う
い
う 

状
況
か
ら
抜
け
出
し
て
ほ
し
い
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
学
園
は
今
年
、
大
学
が
開
学
五
十
周
年
、
三
年
後
に 

名
古
屋
電
気
学
園
も
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
（
学 

園
は
）
こ
れ
ま
で
、
そ
の
時
代
、
時
代
の
要
請
に
応
え
、 

社
会
に
出
て
役
に
立
つ
人
材
の
育
成
を
創
立
以
来
の
モ 

ッ
ト
ー
に
、
社
会
の
発
展
に
合
わ
せ
愛
知
工
業
大
学
、 

愛
工
大
名
電
高
校
、
愛
工
大
附
属
中
学
校
、
愛
工
大
情
報 

電
子
専
門
学
校
を
順
次
設
置
し
、
教
育
環
境
の
整
備
、
組 

織
の
充
実
、
教
育
・
研
究
の
向
上
に
鋭
意
努
力
し
て
き
ま 

し
た
。 

 

し
か
し
、
現
在
は
、
少
子
化
に
加
え
て
、
今
回
の
世
界 

同
時
不
況
の
様
な
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
な
問
題
等
も
重
な 

り
、
い
つ
ま
で
も
右
肩
上
が
り
が
期
待
で
き
な
い
と
い
う 

状
況
で
す
。 

 

そ
う
い
う
中
で
、
今
後
も
名
古
屋
電
気
学
園
の
発
展
を 

目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
教
職
員
の
一
層
の
ご
協
力
を
お 

願
い
す
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
学
園
と
し
て
今
年
も
組
織
、 

制
度
等
で
見
直
す
べ
き
も
の
は
見
直
し
な
が
ら
、
新
し
い 

気
持
ち
を
も
っ
て
学
園
発
展
の
た
め
取
り
組
ん
で
い
き
ま 

す
。 

 

皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、 

本
年
も
元
気
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
学
は
今 

年
、
開
学
五
十
年
と
い
う
記
念
の
年
を
迎
え
ま
す
。
記 

念
事
業
の
各
取
り
組
み
が
四
月
以
降
、
行
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
中
の
メ
イ
ン
と
し
て
映
画
（
「
築
城
せ
よ
！
」
） 

が
あ
り
ま
す
。
学
生
に
い
つ
か
、
生
き
た
「
も
の
づ
く 

り
教
育
」
の
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ 

り
、
映
画
の
製
作
で
実
現
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
九
月
に
撮
影
が
始
ま
り
、
十
月
い
っ
ぱ
い
で
終 

わ
り
ま
し
た
。
大
勢
の
学
生
ら
が
映
画
製
作
の
裏
方
、 

ま
た
、
俳
優
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
（
映
画
は
今
年 

の
）
六
月
に
公
開
と
聞
い
て
お
り
、
今
か
ら
楽
し
み
に 

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
記
念
事
業
と
し 

て
い
ろ
い
ろ
な
社
会
連
携
事
業
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整 

備
等
を
予
定
し
て
お
り
、
十
一
月
に
は
記
念
式
典 

を
行
い
ま
す
。
こ
の
五
十
年
と
い
う
大
き
な
節
目 

の
年
を
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
盛
り
上
げ
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
立
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
い 

こ
と
は
、
皆
さ
ん
十
分
に
ご
承
知
と
思
い
ま
す
。
今
、
私 

大
の
半
数
以
上
が
、
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る
よ
う
な 

状
況
で
、
昨
年
後
半
か
ら
の
大
変
な
不
況
も
あ
り
、
ま
す 

ま
す
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
入
生
の
学
力 

二
極
化
は
い
っ
そ
う
進
み
、
学
生
を
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル 

ま
で
教
育
し
、
社
会
に
役
立
つ
人
材
と
し
て
送
り
出
す
た 

め
に
、
大
学
と
し
て
は
「
教
育
力
」
が
一
段
と
重
要
に
な 

っ
て
き
ま
す
。 

 
大
学
は
こ
の
四
月
か
ら
三
学
部
体
制
に
な
り
、
大
学
の 

運
営
も
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
形
に
な
り
ま
す
。
円
滑
な 

運
営
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
来 

年
四
月
に
は
、
（
名
古
屋
市
の
）
自
由
ヶ
丘
に
経
営
学
部 

が
移
転
し
、
八
草
、
自
由
ヶ
丘
の
二
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
る 

こ
と
か
ら
、
そ
の
運
営
方
法
も
早
急
に
検
討
し
て
い
か
な 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
考
え
、
大
学
だ
け
で
な
く
学
園
と
一 

体
に
な
り
、
様
々
な
変
化
に
対
応
し
た
施
策
、
方
策
を
迅 

速
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

愛知工業大学学長 

 後藤 泰之 

名古屋電気学園理事長 

  後藤  淳 
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理
事
長
に
中
日
友
好
使
者
の
称
号
授
与 

 

後
藤
淳
理
事
長
は
昨
年
十
一
月
十
四
日
、
中
国
・
北
京

で
中
日
友
好
協
会
（
宋
健
会
長
）
か
ら
長
年
に
わ
た
り
両

国
の
友
好
親
善
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し
て
「
中
日
友

好
使
者
」
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
中
日
友
好
使
者
」
の
称 

号
は
、
後
藤
淳
理
事
長
が
両 

国
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
の 

推
進
、
ま
た
、
日
中
友
好
事 

業
の
発
展
に
尽
く
し
た
功
績 

に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

同
日
か
ら
北
京
市
の
中
日
友 

好
協
会
友
誼
館
で
開
か
れ
た 

「
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結 

 

周
年
記
念
ピ
ン
ポ
ン
外
交 

日
中
友
好
写
真
展
」
開
幕
式 

で
、
王
效
賢
中
日
友
好
協
会 

副
会
長
か
ら
理
事
長
に
「
中 

日
友
好
使
者
」
の
栄
誉
証
書 

と
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま 

し
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た 

理
事
長
は
「
今
後
も
各
分
野 

で
の
日
中
交
流
を
深
め
て
い 

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。 

 

「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
日
中
友 

好
写
真
展
」
は
、
中
日
友
好 

協
会
、
中
国
卓
球
協
会
、
愛 

知
県
日
中
友
好
協
会
、
在
名 

古
屋
中
国
総
領
事
館
が
、
日 

中
平
和
友
好
条
約
締
結
三
十 

周
年
を
記
念
し
て
、
若
者
ら 

に
日
中
民
間
交
流
の
歴
史
を 

知
っ
て
も
ら
お
う
―
と
開
催 

し
ま
し
た
。 

 

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十 

六
年
）
、
当
時
、
日
本
卓
球 

協
会
会
長
で
学
園
理
事
長
・ 

学
長
の
故
後
藤
鉀
二
先
生
が 

名
古
屋
市
で
行
わ
れ
た
第
三 

十
一
回
世
界
卓
球
選
手
権
大 

会
に
中
国
卓
球
選
手
団
を
招 

き
、
日
米
そ
し
て
日
中
国
交 

正
常
化
実
現
の
基
礎
を
整
え 

ま
し
た
。
こ
れ
が
「
ピ
ン
ポ 

ン
外
交
」
と
呼
ば
れ
る
も
の 

で
す
。 

 

写
真
展
に
は
「
北
京
・
人 

民
大
会
堂
で
後
藤
鉀
二
先
生 

と
会
見
す
る
周
恩
来
首
相
」 

な
ど
学
園
所
蔵
を
含
む
貴
重 

な
写
真
五
十
点
の
ほ
か
、
世 

界
卓
球
選
手
権
大
会
の
ポ
ス 

タ
ー
、
メ
ダ
ル
の
資
料
が
展 

示
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は 

大
会
に
関
わ
っ
た
日
中
関
係 

者
の
ほ
か
、
中
国
の
大
学
生 

ら
が
訪
れ
、
熱
心
に
見
て
い 

ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
理
事
長
は
釣
魚 

台
国
賓
館
万
柳
堂
で
駐
日
公 

使
、
外
相
も
務
め
た
知
日
派 

の
前
中
国
国
務
委
員
の
唐
家 

●
氏
と
会
い
、
旧
交
を
温
め 

ま
し
た
。
唐
氏
は
、
日
本
に 

い
た
時
に
愛
工
大
や
理
事
長 

宅
で
温
か
い
歓
迎
を
受
け
た 

こ
と
な
ど
を
話
題
に
、
和
や 

か
に
歓
談
し
ま
し
た
。 

 

理
事
長
は
今
回
、
中
日
友 

好
協
会
の
招
き
で
十
一
月
十 

三
日
～
十
七
日
ま
で
、
訪
中 

し
ま
し
た
。 

中日友好使者栄誉証書を

手にする後藤理事長と王

效賢中日友好協副会長㊨ 

前中国国務委員の唐氏㊨と和や

かに歓談する後藤淳理事長 

          学園は1月8日、入倉孝次郎愛工大地域防災研究センター客員教授を理事長 

         表彰しました。今回の理事長賞は、入倉客員教授が強震動地震学の第一人者 

         として長年にわたり優れた業績を挙げ、また、昨年、防災体制の整備に果た 

         した功績で「安全功労者」及び「防災功労者」の２つの内閣総理大臣表彰を 

         受賞した功績に対して、贈られました。 

          授与式は本部棟内の理事長室で行われ、後藤淳理事長が賞状と記念品を入 

         倉客員教授に手渡しました。この後、後藤泰之学長、稲垣愼二、小嶋憲三両 

         副学長ら大学幹部を交えて、入倉客員教授の研究テーマである地震など織り 

         交ぜながら、歓談しました。 

          入倉客員教授は京都大学副学長などを経て、平成17年10月から愛工大地域 

         防災研究センターの客員教授を務めています。 

        （写真は、理事長賞を受けた入倉孝次郎愛工大地域防災研究センター客員教授） 

 

愛
工
大
は
一
月
二

十
二
日
、
経
済
情
勢

の
悪
化
で
進
学
が
困

難
と
な
っ
た
新
年
度

入
学
生
に
対
し
、
年

度
前
期
学
納
金
（
入

学
金
を
除
く
授
業
料

な
ど
）
を
免
除
す
る

緊
急
支
援
策
を
発
表

し
ま
し
た
。 

 

昨
年
秋
以
降
の
急

激
な
景
気
後
退
に
伴

う
経
済
的
理
由
で
、

入
学
が
困
難
と
な
っ

た
入
学
合
格
者
が
対

象
。
保

護

者

の

離

職
、
所
得
状
況
を
証

明
で
き
る
書
類
、
面

接
等
で
決
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。 

 

対
象
は
工
学
、
経

営
、
情
報
科
学
の
三

学
部
合
わ
せ
て
三
十

人
ほ
ど
。
金
額
は
五

十
四
万
～
六
十
二
万

五
千
円
で
す
。 

 

本
学
に
は
、
概
に

前
期
日
程
入
試
の
合

格
者
を
対
象
に
し
た

選
抜
奨
学
金
制
度
等

が
あ
り
ま
す
。 

新
入
生
に
緊
急

支
援
策
―
前
期

学
納
金
を
免
除 

（３）平成21年3月2日 



第135号 平成21年3月2日（4） 学 園 だ よ り 

各設置校 

    トピックス 

 

大学中心に学園挙げて避難訓練 

 
 

緊
急
地
震
速
報
を
活
用
し
た
大
規
模
な
避 

 

難
訓
練
が
昨
年
十
二
月
十
一
日
、
大
学
を
中 

 

心
に
名
古
屋
電
気
学
園
の
各
設
置
校
も
参
加 

 

し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
放
送
を
合
図
に
授
業 

 

中
の
学
生
、
生
徒
ら
は
机
の
下
に
も
ぐ
り
込 

 

み
、
そ
の
後
、
校
舎
か
ら
避
難
場
所
へ
避
難 

 

と
、
本
番
さ
な
が
ら
に
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら 

 

れ
ま
し
た
。 

 

今
回
で
三
回
目
と
な
る
訓 

練
は
、
「
紀
伊
半
島
沖
で
東 

海
・
東
南
海
連
動
型
地
震
が 

発
生
。
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ 

ー
ド
８
・
３
で
、
八
草
キ
ャ 

ン
パ
ス
付
近
の
予
測
震
度
は 

５
弱
」
と
の
想
定
で
、
愛
工 

大
、
情
報
電
子
専
門
学
校
、 

名
電
高
校
、
附
属
中
学
校
で 

同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

愛
工
大
で
は
「
地
震
が
き 

ら
の
放
送
を
受
け
、
学
生
、 

生
徒
が
机
の
下
に
一
斉
に
退 

避
。
こ
の
後
、
専
門
学
校
と 

中
学
校
で
は
、
近
く
の
公
園 

な
ど
に
避
難
し
ま
し
た
。 

 

い
ず
れ
も
ト
ラ
ブ
ル
は
な 

く
、
訓
練
は
円
滑
に
行
わ
れ 

ま
し
た
。
名
古
屋
大
、
中
部 

大
な
ど
合
わ
せ
て
十
二
大
学 

の
ほ
か
企
業
関
係
者
が
、
訓 

練
や
地
震
対
策
の
参
考
に
す 

る
た
め
避
難
訓
練
の
様
子
を 

見
学
し
ま
し
た
。 

名誉教授 

元
副
学
長
を
務
め

た
鷲
見
哲
雄
、
伊

澤
康
司
の
両
氏
に

 

鷲
見
氏
は
、
一
九
七
八
年 

十
月
に
愛
工
大
工
学
部
教
授 

に
就
任
、
学
生
部
長
、
副
学 

長
な
ど
歴
任
、
二
〇
〇
八
年 

四
月
か
ら
客
員
教
授
兼
大
学 

顧
問
、
二
〇
〇
一
年
に
後
藤 

鉀
二
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

伊
澤
氏
は
、
一
九
八
五
年 

四
月
に
愛
工
大
工
学
部
教
授 

に
就
任
、
副
学
長
も
務
め
二 

〇
〇
二
年
四
月
か
ら
客
員
教 

授
。
一
九
九
七
年
に
後
藤
鉀 

二
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

授
与
式
は
本
部
棟
内
で
行 

わ
れ
、
後
藤
淳
理
事
長
が
鷲 

見
、
伊
澤
の
両
氏
に
名
誉
教 

授
証
を
授
与
し
ま
し
た
。
後 

藤
泰
之
学
長
が
、
「
お
め
で 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と 

も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い 

し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま 

し
た
。
稲
垣
愼
二
、
小
嶋
憲 

三
両
副
学
長
ら
学
園
、
大
学 

幹
部
を
交
え
て
記
念
写
真
を 

撮
っ
た
後
、
両
氏
を
囲
ん
で 

歓
談
し
、
名
誉
教
授
授
与
を 

祝
福
し
ま
し
た
。 

 

【
写
真
は
、
後
藤
淳
理
事 

長
（
手
前
右
か
ら
４
人
目
） 

と
名
誉
教
授
の
鷲
見
氏
（
同 

３
人
目
）
、
伊
澤
氏
（
同
５ 

人
目
）
を
囲
ん
で
の
記
念
写 

真
】 

 

学
園
は
昨
年
十
二
月
八
日 

日
、
元
副
学
長
を
務
め
た
鷲 

見
哲
雄
、
伊
澤
康
司
の
両
氏 

に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与 

し
ま
し
た
。 

東
海
・
東
南
海
連
動
地
震
に
備
え
て 

【
写
真
説
明
】 

 

㊤
は
、
校
舎
か
ら
、
避
難
場 

所
に
な
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
場 

へ
向
か
う
学
生
、
教
職
員
ら 

 

㊦
は
、
「
地
震
が
来
ま
す
」 

の
放
送
で
一
斉
に
机
の
下
に
入 

る
学
生
＝
い
ず
れ
も
愛
工
大
八 

草
キ
ャ
ン
パ
ス
で 

 正木和明愛工大地

域防災研究センター

長 が 中 心と なり 昨

年、「（株）エーアイシステムサー

ビス」を設立。地域防災コンソーシ

アムの研究から生まれた「企業防災

システム」の情報配信、維持管理を

受け継ぎ、主に気象庁の緊急地震速

報を受け予想地点のジャストポイン

ト情報を解析した正確な予想震度、

猶予時間を企業などに配信します。 

愛工大初のベ

ンチャー企業

ま
す
」
の
放
送
が
流
れ
る
と
、 

授
業
中
の
教
室
で
学
生
が
教 

員
の
指
示
で
机
の
下
に
退
避 

し
ま
し
た
。
揺
れ
が
収
ま
っ 

た
と
こ
ろ
で
校
舎
か
ら
外
へ 

出
て
、
避
難
場
所
に
指
定
さ 

れ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
場
へ
次 

 

々
に
避
難
し
ま
し
た
。 

 
 

避
難
場
所
で
は
、
昨 

 

年
か
ら
導
入
し
た
学
生 

 

証
の
バ
ー
コ
ー
ド
読
み 

 

取
り
を
含
む
安
否
確
認 

 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
後
、
後
藤
泰
之 

 

学
長
が
訓
練
に
参
加
し 

 

た
学
生
ら
約
三
千
人
を 

 

前
に
「
訓
練
は
、
ス
ム 

 

ー
ス
に
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訓
練
を
検
証
し 

本
番
に
備
え
た
い
」
と
講
評 

し
ま
し
た
。 

 

情
報
電
子
専
門
学
校
、
名 

電
高
校
、
附
属
中
学
校
で
も 

地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
か 

 



（５）平成21年3月2日 

 

演奏、交流に頑張る名電高吹奏楽部 

 
 
 

◎
…
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル 

 
 
 

の
高
校
、
女
子
中
学 

 
 
 

校
吹
奏
楽
部
と
の
国 

 
 
 

際
交
流
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 

が
昨
年
十
二
月
七
日
、 

 
 
 

講
堂
兼
体
育
館
・
喬 

 
 
 

徳
館
で
開
か
れ
、
交 

 
 
 

流
と
友
情
を
深
め
ま 

 
 
 

し
た
。 

 
 
 

 

吹
奏
楽
部
が
三
年 

 
 
 

前
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル 

 
 
 

芸
術
協
会
の
招
き
で 

 
 
 

メ
リ
デ
ィ
ア
ン
高
校 

 
 
 

な
ど
で
演
奏
会
を
開 

い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
吹 

奏
楽
を
通
し
た
両
校
の
交
流 

国
際
交
流
コ
ン
サ
ー
ト 

に
続
き
、
今
回
、
メ
リ
デ
ィ 

ア
ン
高
と
シ
ダ
ー
女
子
中
学 

校
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
吹 

奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
優
勝
、 

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
日
本
旅 

行
を
利
用
し
て
来
校
し
ま
し 

た
。 

 

一
行
は
、
吹
奏
楽
部
の
Ｏ 

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
も
含
め
総
勢
百
六 

十
人
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
シ 

ダ
ー
女
子
中
吹
奏
楽
部
を
ト 

ッ
プ
に
メ
リ
デ
ィ
ア
ン
高
、 

名
電
高
の
順
で
演
奏
。
最
後 

に
三
校
総
勢
百
八
十
人
に
よ 

る
合
同
演
奏
で
締
め
く
く
り 

ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
普
段
、
名
電
高 

が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地 

元
の
人
た
ち
を
招
待
し
て
の 

演
奏
会
で
、
お
年
寄
り
か
ら 

子
ど
も
ま
で
大
勢
の
市
民
に 

喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。 

メリディアン高の演奏を楽しむ市民ら 

第 

回
定
期
演
奏
会 

援
に
支
え
ら
れ
、
吹
奏
楽
部 

は
全
国
レ
ベ
ル
に
ま
で
成
長 

し
ま
し
た
。
今
後
と
も
応
援 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
伊
藤
宏
樹
、
小 

林
知
広
両
教
諭
の
指
揮
で
、 

部
員
が
「
バ
レ
エ
組
曲
・
火 

の
鳥
よ
り
」
、
「
崖
の
上
の 

ポ
ニ
ョ
」
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク 

か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
華
麗 

に
演
奏
し
、
日
ご
ろ
の
練
習 

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

そ
の
合
間
に
迫
力
満
点
の
ス 

テ
ー
ジ
ド
リ
ル
も
行
い
、
演 

奏
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

夜
の
部
は
、
佐
藤
忍
校
長
が 

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

吹
奏
楽
部
は
、
全
国
大
会 

常
連
校
と
し
て
知
ら
れ
、
シ 

ン
ガ
ポ
ー
ル
演
奏
会
な
ど
、 

国
内
外
で
幅
広
く
演
奏
活
動 

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

華麗な演奏を披露する名電高吹奏楽部 

大学がスペインの大学と

学術、学生交流協定結ぶ 

 

ス
ペ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
ニ
ア 

工
科
大
学
（
Ｕ
Ｐ
Ｃ
）
と
学 

術
交
流
、
学
生
交
流
の
両
協 

定
を
結
び
ま
し
た
。
Ｕ
Ｐ
Ｃ 

か
ら
学
術
、
学
生
交
流
協
定 

を
結
び
た
い
と
の
申
し
入
れ 

が
あ
り
、
昨
年
十
月
か
ら
両 

大
で
話
し
合
い
を
続
け
て
き 

ま
し
た
。 

学
生
総
数
３
万
４
千
余
人
を
擁
す
る
カ
タ
ロ
ニ
ア
工
科
大
学
と 

 

十
一
月
二
十
六
日
、
Ｕ
Ｐ 

Ｃ
で
ア
ン
ト
ニ
・
ジ
ロ
・
ロ 

ッ
カ
Ｕ
Ｐ
Ｃ
学
長
が
、
櫛
田 

玄
一
郎
国
際
交
流
室
長
（
学 

長
補
佐
、
機
械
学
科
教
授
） 

の
持
参
し
た
後
藤
泰
之
愛
工 

大
学
長
の
署
名
済
み
協
定
書 

に
署
名
し
ま
し
た
。 

 

Ｕ
Ｐ
Ｃ
は
、
ス
ペ
イ
ン
北 

東
部
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
内 

に
あ
り
、
院
生
を
含
む
学
生 

総
数
は
三
万
四
千
七
百
人
に 

の
ぼ
る
そ
う
で
す
。
今
回
の 

特
長
は
、
学
術
交
流
の
ほ
か 

に
双
方
の
学
生
二
人
を
最
大 

一
年
間
受
け
入
れ
、
大
学
で 

授
業
料
を
納
付
し
て
い
れ
ば 

留
学
先
の
授
業
料
納
付
を
免 

除
す
る
―
と
い
う
学
生
交
流 

協
定
を
結
ん
だ
点
で
す
。 

 

Ｕ
Ｐ
Ｃ
か
ら
は
昨
年
十
月 

に
サ
ラ
・
ケ
イ
コ
・
ム
ラ
セ 

・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
さ
ん
が 

半
年
間
の
予
定
で
来
日
し
、 

手
嶋
紀
雄
応
用
化
学
科
准
教 

授
か
ら
「
流
れ
分
析
の
手
法 

を
使
っ
た
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ 

ド
の
定
量
」
を
テ
ー
マ
と
し 

た
論
文
の
指
導
を
受
け
て
い 

ま
す
。 

 

今
回
、
櫛
田
国
際
交
流
室 

長
と
高
井
一
彦
国
際
交
流
室 

課
長
補
佐
が
Ｕ
Ｐ
Ｃ
を
訪
問 

し
、
協
定
書
交
換
に
立
ち
会 

っ
た
後
、
欧
州
最
大
を
誇
る 

同
大
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ 

ー
タ
施
設
な
ど
を
視
察
し
ま 

し
た
。
海
外
の
大
学
と
の
姉 

妹
校
を
含
む
学
術
交
流
協
定 

校
は
、
こ
れ
で
十
二
大
学
に 

な
り
ま
し
た
。 

 

【
写
真
は
、
ロ
ッ
カ
Ｕ
Ｐ 

Ｃ
学
長
㊨
と
握
手
を
す
る
櫛 

田
国
際
交
流
室
長
＝
Ｕ
Ｐ
Ｃ 

学
長
館
で
】 

 

◎
…
第
四
十
四
回
定
期
演 

奏
会
が
一
月
十
一
日
、
名
古 

屋
市
熱
田
区
の
名
古
屋
国
際 

会
議
場
・
白
鳥
セ
ン
チ
ュ
リ 

ー
ホ
ー
ル
で
昼
の
部
、
夜
の 

部
の
二
回
行
わ
れ
、
満
員
の 

聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
昼 

の
部
の
演
奏
に
先
立
ち
、
後 

藤
淳
理
事
長
が
「
皆
様
の
応 

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
七 

月
に
吹
奏
楽
部
が
シ
ン
ガ
ポ 

ー
ル
で
メ
リ
デ
ィ
ア
ン
高
と 

の
合
同
演
奏
会
を
行
っ
た
の 

44
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情報電子専門学校 

豊
田
市
美
術
展
で
市
議
会
議
長
賞
等
受
賞 

 
情
報
工
学
科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス 

一
年
生
の
三
人
が
、
第
四
十
六
回
豊
田
市
民
美
術
展
（
昨 

年
十
一
月
十
五
日
～
二
十
三
日
、
豊
田
市
民
文
化
会
館
・ 

市
美
術
館
）
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
、
豊
田 

市
議
会
議
長
賞
な
ど
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

三
人
は
、
伊
藤
菜
摘
さ
ん 

（
市
議
会
議
長
賞
）
、
山
本 

歩
輝
君
（
優
秀
賞
）
、
市
川 

元
成
君
（
ヤ
ン
グ
賞
）
。
美 

術
展
最
終
日
の
二
十
三
日
、 

市
美
術
館
講
堂
で
表
彰
さ
れ 

ま
し
た
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ 

ッ
ク
ス
コ
ー
ス
で
は
、
市
美 

術
展
出
展
を
授
業
の
一
環
と 

し
て
取
り
上
げ
、
学
生
に
作 

品
を
制
作
さ
せ
て
グ
ラ
フ
ィ 

ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
部
門
に
応
募 

さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
全
員
が
応
募
し
、 

三
人
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し 

た
。
こ
の
う
ち
、
市
議
会
議 

長
賞
に
輝
い
た
伊
藤
さ
ん
の 

「
水
質
汚
染
」
は
、
青
い
海 

で
マ
ス
ク
を
し
た
赤
い
魚
が 

ご
み
を
拾
い
集
め
て
い
る
イ 

ラ
ス
ト
を
通
し
て
、
水
質
汚 

染
問
題
を
考
え
さ
せ
る
作
品 

に
仕
上
げ
、
審
査
員
か
ら
も 

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。 

 市議会議長賞 

 伊藤菜摘さん 

   優秀賞 

  山本歩輝君 
  ヤング賞 

 市川元成君 

知財セ

ミナー 

 
 

 
 
 

中
部
経
済
産
業 

 
 

 
 

局
の
「
知
財
セ
ミ 

 
 

 
 

ナ
ー
」
が
一
月
十 

 
 

 
 

九
日
、 

 
 

教 

室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
デ
ザ 

イ
ン
等
で
関
わ
り
の
深
い
知 

的
財
産
に
つ
い
て
勉
強
し
て 

も
ら
お
う
と
、
昨
年
十
一
月 

お
り
、
本
学
が
最
終
の
セ
ミ 

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
講
師 

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
商
品
企
画
部
マ 

ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
法
政
大
学
非 

常
勤
講
師
の
有
田
行
男
氏
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ 

ッ
ク
ス
コ
ー
ス
の
一
、
二
年 

生
、
教
職
員
約
三
十
人
が
受 

講
。
有
田
氏
は
、
デ
ザ
イ
ン 

と
知
的
財
産
の
関
係
な
ど
を 

説
明
し
た
後
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
携 

わ
っ
て
い
る
携
帯
電
話
の
開 

発
を
例
に
、
知
的
財
産
に
含 

ま
れ
る
特
許
権
、
意
匠
権
等 

の
産
業
財
産
権
、
著
作
権
を 

分
か
り
や
す
く
、
話
し
ま
し 

た
。
学
生
ら
は
、
講
師
に
質 

問
す
る
な
ど
熱
心
に
話
に
聞 

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

学生にデザインと知的財産の関わ

りなどを説明する有田行男氏 

 
 

附
属
中
学
校 

 

一
年
生
九
十
九
人
が
昨
年 

十
二
月
十
八
日
～
二
十
日
ま 

で
、
長
野
県
・
志
賀
高
原
で 

開
か
れ
た
ス
キ
ー
合
宿
に
参 

加
し
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
、
ス
キ
ー
ウ
ェ 

ア
と
ブ
ー
ツ
に
不
慣
れ
と
あ 

っ
て
、
思
う
よ
う
に
体
を
動 

か
せ
な
か
っ
た
生
徒
も
い
ま 

し
た
。
次
の
日
か
ら 

は
、
生
徒
の
向
上
心 

と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ 

ー
の
熱
心
な
指
導
も 

あ
り
、
腕
を
上
げ
て 

て
い
き
ま
し
た
。 

 

最
終
日
の
検
定
試 

し
た
。
「
す
っ
か
り
ス
キ
ー 

の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
ま
し 

た
」
と
話
す
生
徒
も
多
く
、 

一
人
の
け
が
人
も
な
く
、
充 

実
し
た
三
日
間
の
ス
キ
ー
合 

宿
を
終
え
ま
し
た
。 

 

【
写
真
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ 

ク
タ
ー
か
ら
ス
キ
ー
の
指
導 

を
受
け
る
生
徒
ら
】 

験
で
は
、
ゲ
レ
ン
デ
に
思
い 

い
思
い
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描 

け
ら
れ
る
ま
で
に
上
達
し
ま 

か
ら
愛
知
な
ど
東
海
三
県
と 

石
川
、
富
山
県
内
の
デ
ザ
イ 

ン
関
連
を
教
え
て
い
る
大
学 

や
専
門
学
校
で
開
い
て
き
て 

7 

 

中
高
一
貫
コ
ー
ス
の
中
学 

三
年
生
・
日
下
大
貴
君
が
二 

月
七
、
八
日
の
両
日
、
愛
工 

大
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か 

れ
た
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ 

ア
２
０
０
９
愛
工
大
大
会
」 

の
レ
ス
キ
ュ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ 

 

・
セ
カ
ン
ダ
リ
（
十
五 

 

歳
～
十
九
歳
以
下
）
で 

 

優
勝
し
、
東
海
大
会
の 

 

出
場
権
を
得
ま
し
た
。 

 

同
競
技
は
、
ロ
ボ
ッ
ト 

が
ゴ
ー
ル
ま
で
の
ル
ー
ト
を 

走
行
し
そ
の
間
、
被
災
者
に 

見
立
て
た
紙
人
形
を
時
間
内 

に
、
ど
れ
だ
け
見
つ
け
ら
れ 

る
か
な
ど
を
競
い
ま
す
。 

 ロボカップ大会 

3 
0 

第135号 
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愛工大前期日程入試など各設置校

で入試実施―受験生の出足、好調
愛工大 

ャ
ン
パ
ス
に
は
緊
張
し
た
面 

持
ち
の
受
験
生
が
、
次
々
と 

試
験
会
場
の 

号
館
に
詰
め 

か
け
ま
し
た
。
注
意
事
項
を 

聞
い
た
後
、
午
前
十
時
か
ら 

の
数
学
を
皮
切
り
に
、
各
試 

験
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま 

し
た
。
合
格
発
表
は
、
い
ず 

れ
も
二
月
九
日
に
行
わ
れ
、 

合
格
者
に
合
格
通
知
書
が
郵 

送
さ
れ
ま
し
た
。 

 

後
期
日
程
Ｍ
方
式
の
一
般 

入
試
は
、
二
月
二
十
七
日
に 

愛
工
大
と
岐
阜
、
四
日
市
、 

津
、
浜
松
、
富
山
の
各
試
験 

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

一
月
二
十
八
日
―
三
十
一 

日
ま
で
の
四
日
間
、
志
願
者 

数
で
昨
年
を
上
回
っ
た
前
期 

日
程
Ａ
方
式
、
Ｍ
方
式
の
各 

一
般
入
試
が
豊
田
市
八
草
町 

の
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
ほ
か
、 

福
岡
、
浜
松
な
ど
全
国
の
試 

験
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

受
験
者
の
一
番
多
か
っ
た
二 

日
目
の
二
十
九
日
、
八
草
キ 

 

 

学
園
設
置
校
の
愛
工
大
、
愛
工
大
情
報
電
子
専
門
学
校
、
愛
工
大
名
電
高

校
、
愛
工
大
附
属
中
学
校
で
平
成
二
十
一
年
度
入
試
が
順
次
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
予
備
校
も
借
り
て
実
施
の
高
校
ほ
か
各
校
の
受
験
状
況
は
好
調
で
す
。 

前
期
日
程
一
般

入
試
志
願
者
、

昨
年
を
上
回
る 

10

名電高校 

 

推
薦
入
試
が
一
月
二
十
八 

日
、
県
内
私
立
高
校
で
一
斉 

に
行
わ
れ
、
名
電
高
で
も
受 

験
生
が
各
教
室
に
分
か
れ
、 

国
語
な
ど
の
学
科
と
面
接
試 

験
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。
合 

格
者
発
表
は
二
十
九
日
に
あ 

り
ま
し
た
。 

 

受
験
生
の
殺
到
し
た
一
般 

入
試
は
二
月
四
日
、
同
校
の 

ほ
か
河
合
塾
千
種
校
で
行
わ 

れ
、
受
験
生
は
正
門
前
で
進 

学
塾
関
係
者
の
激
励
を
受
け 

て
、
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。 

講
堂
兼
体
育
館
の
喬
徳
館
も 

試
験
会
場
に
な
り
、
広
い
館 

内
に
机
や
イ
ス
が
ず
ら
り
と 

並
べ
ら
れ
、
そ
の
中
で
大
勢 

の
受
験
生
が
試
験
問
題
に
取 

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

二
月
七
日
に
合
格
者
発
表 

が
あ
り
ま
し
た
。
推
薦
、
一 

般
入
試
を
合
わ
せ
た
受
験
者 

講

堂
・
体

育

館
も
試
験
場

に
一
般
入
試

総
数
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
数 

で
し
た
。 

附属中学校 

 

奨
学
生
入
試
が
一
月
二
十 

四
日
、
県
内
中
学
校
の
ト
ッ 

プ
を
切
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

続
く
二
十
五
日
の
第
一
回
一 

般
入
試
を
合
わ
せ
た
受
験
者 

総
数
は
、
昨
年
を
大
き
く
上 

回
る
六
百
二
十
三
人
に
の
ぼ 

り
ま
し
た
。 

 

二
十
四
日
は
早
朝
か
ら
、 

小
学
生
が
保
護
者
と
入
試
会 

場
の
愛
工
大
名
電
高
校
に
入 

り
ま
し
た
。
試
験
会
場
に
あ 

て
ら
れ
た
各
教
室
で
、
試
験 

監
督
の
附
中
教
諭
か
ら
注
意 

事
項
や
持
ち
物
の
チ
ェ
ッ
ク 

を
受
け
た
後
、
最
初
の
国
語 

の
試
験
問
題
に
鉛
筆
を
走
ら 

せ
て
い
ま
し
た
。
合
否
の
通 

知
は
一
月
二
十
七
日
ご
ろ
に 

郵
送
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、 

第
二
回
一
般
入
試
は
、
二
月 

七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

県
内
私
立
中

の
先
陣
切
り

奨
学
生
入
試 

張りつめた空気に包まれた愛

工大前期日程Ａ方式２日目の

八草キャンパス内の試験会場 

２
月
４
日
の
一
般
入
試
で
試
験

会
場
の
一
つ
、
講
堂
兼
体
育
館

の
喬
徳
館
内
を
埋
め
た
受
験
生 

Ａ
Ｉ
Ｔ
サ
イ
エ
ン
ス
大
賞 

   

昨
年
十
一
月
、
愛
工
大
八

草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た

高
校
生
対
象
の
第
七
回
Ａ
Ｉ

Ｔ
サ
イ
エ
ン
ス
大
賞
に
愛

知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
の

四
県
か
ら
自
然
科
学
部
門
に

十
六
校
二
十
テ
ー
マ
、
も
の

づ
く
り
部
門
に
十
二
校
十
四

テ
ー
マ
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞

に
「
自
然
科
学
部
門
」
で
四

日
市
西
（
三
重
）

多
治
見
北

（
岐

阜
）
一

宮
（
愛

知
）
、

「
も
の
づ
く
り
部
門
」
で
岡

崎
工
、
愛
工
大
名
電
、
春
日

井
工
（
い
ず
れ
も
愛
知
）
の

各
高
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 
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編
集
後
記 

 

米
国
に
初
の
黒
人
大
統
領
、

オ
バ
マ
氏
が
誕
生
し
ま
し
た
。

国
内
だ
け
で
な
く
国
際
舞
台
で

ど
の
よ
う
な
舵
取
り
を
す
る
の

か
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
▼
と

り
わ
け
、
世
界
同
時
不
況
の
引

き
金
と
な
っ
た
米
国
経
済
を
ど

う
立
て
直
す
か
が
、
最
重
要
課

題
と
い
え
ま
す
▼
日
本
は
昔
か

ら
「
ア
メ
リ
カ
が
く
し
ゃ
み
を

す
れ
ば
、
肺
炎
を
起
こ
す
」
と

言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
言
葉
通

り
自
動
車
産
業
ほ
か
各
業
種
と

も
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
▼

教
育
界
に
も
そ
の
暗
雲
が
、
大

き
く
の
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

愛
工
大
で
は
新
年
度
入
学
生
に

対
し
、
年
度
前
期
学
納
金
（
入

学
金
を
除
く
授
業
料
な
ど
）
を

免
除
す
る
緊
急
支
援
策
を
行
い

ま
す
▼
も
と
も
と
本
学
に
は
各

種
奨
学
金
制
度
が
充
実
し
て
お

り
、
さ
ら
に
手
厚
い
支
援
を
行

お
う
と
い
う
こ
と
で
す
▼
そ
の

大
学
は
本
年
、
開
学
五
十
周
年

を
迎
え
ま
す
▼
そ
の
記
念
事
業

と
し
て
製
作
し
た
の
が
劇
場
用

映
画
「
築
城
せ
よ
！
」
。
六
月

に
名
古
屋
ほ
か
東
京
な
ど
各
地

で
公
開
さ
れ
ま
す
▼
映
画
は
も

の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
「
日
本

よ
元
気
を
出
せ
」
と
地
域
再

生
、
連
帯
を
高
ら
か
に
歌
い
上

げ
た
、
ま
さ
に
今
の
日
本
を
奮

い
起
こ
さ
せ
る
の
に
十
分
な
映

画
と
い
え
ま
す
。 

 

（
久
） 

 
 

  
 

 

 
 

東
海
学
生
駅
伝
対 

 
 

校
選
手
権
大
会
で 

 
 

３
連
覇 

 

第
七
十
回
東
海
学
生
駅
伝 

対
校
選
手
権
大
会
が
昨
年
十 

二
月
七
日
、
愛
知
県
武
豊
町 

か
ら
知
多
半
島
南
端
を
回
っ 

て
半
田
市
ま
で
の
七
区
間 

 

・ 

㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、 

愛
工
大
Ａ
が
三
年
連
続
八
度 

目
の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

大
会
に
は
愛
知
、
岐
阜
、 

三
重
、
静
岡
の
四
県
か
ら
二 

十
一
チ
ー
ム
が
参
加
。 

区 

で
転
倒
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ 

た
が
、 

区
で
ト
ッ
プ
に
立 

ち
、
そ
の
ま
ま
ア
ン
カ
ー
の 

金
谷
将
史
選
手
（
情
報
科
学 

科
三
年
）
が 

位
に 

分
以 

上
の
差
を
つ
け
、
ゴ
ー
ル
テ 

ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。 

 
今
回
の
優
勝
で
、
今
年
秋 

に
島
根
県
出
雲
市
で
行
わ
れ 

る
第
二
十
一
回
出
雲
全
日
本 

大
学
選
抜
駅
伝
の
出
場
権
を 

得
ま
し
た
。 

愛
工
大
陸
上
競
技
部 

走 

64

5 

2 

2 

1                                      

胴上げされるアンカーの金谷選手 

 

中
部
日
本
学
生
選 

 

手
権
・男
子
の
部
で 

 
 

連
覇
達
成 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

愛
工
大
競
技
ス
キ
ー
部 

滑
12

 

ス
キ
ー
の
第
五
十
四
回
中 

部
日
本
学
生
選
手
権
が
一
月 

二
十
四
、
二
十
五
日
の
両
日
、 

長
野
県
・
白
馬
村
の
岩
岳
ス 

キ
ー
場
で
愛
工
大
を
含
む
十 

四
大
学
が
参
加
し
て
行 

わ
れ
、
競
技
ス
キ
ー
部 

が
男
子
の
部
で
総
合
優 

勝
し
、
十
二
連
覇
を
達 

成
し
ま
し
た
。 

男子スーパー大回転で初優勝し

た久保田選手 

 

初
日
の
二
十
四
日
に
男
子 

・
ス
ー
パ
ー
大
回
転
で
久
保 

田
健
司
選
手
（
情
報
科
学
科 

三
年
）
が 

秒 

で
、
さ
ら 

に
大
回
転
で
大
家
成
人
選
手 

（
経
営
学
科
一
年
）
が 

秒 

 

で
そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝
。 

 

リ
レ
ー
で
も
、
山
田
圭
佑 

選
手
（
情
報
科
学
科
二
年
） 

服
部
友
貴
選
手
（
同
四
年
） 

久
保
田
選
手
（
同
三
年
）
伊 

田
直
樹
選
手
（
経
営
学
科
一 

年
）
の
チ
ー
ム
が
、 

分 
 

秒 

で
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
結
果
、
男
子
総
合
で 

 

位
の
名
城
大
に
大
差
を
つ 

け
て 

位
と
な
り
、
十
二
連 

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。 

53

73

50

60

1                       

45

24

2 
1                                       

2 

突 名
電
高
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部 

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
・

カ
デ
・
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
大
会
に
出
場 

 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
の
髙
阪
一 

世
君
（
普
通
科
一
年
）
が
四
月 

五
日
―
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
・ 

ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
市
で
開
催
さ
れ 

る
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
・
カ
デ
・
フ 

ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
日 

本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま 

す
。 

 

髙
阪
君
は
一
月
十
二
日
、
東 

京
・
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園 

 

体
育
館
で
開
か
れ
た
第
十
六
回 

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ
リ
ン
ピ 

ッ
ク
・
カ
ッ
プ
・
フ
ェ
ン
シ
ン 

グ
大
会
兼
２
０
０
９
年
世
界
ジ 

ュ
ニ
ア
・
カ
デ
・
フ
ェ
ン
シ
ン 

グ
選
手
権
大
会
選
考
会
の
カ
デ 

男
子
エ
ペ
で
優
勝
し
、
世
界
選 

手
権
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま 

し
た
。
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委 

員
会
、
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協 

会
が
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
と
将
来
オ 

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
な
ど
で
活
躍 

で
き
る
選
手
の
発
掘
、
育
成
を 

目
的
に
大
会
を
行
い
、
世
界
大 

会
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
同
部
の
小
山
内
秀
斗 

君
（
同
三
年
）
も
ジ
ュ
ニ
ア
男 

子
エ
ペ
で
四
位
に
入
り
、
一
月 

三
十
一
日
～
二
月
一
日
ま
で
ス 

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヨ
テ
ー
ボ
リ
市 

で
開
か
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
・
男
女 

エ
ペ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
日
本 

代
表
で
出
場
し
ま
し
た
。 

世
界
大
会
出
場
の
名
電
高
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
の
小
山
内
秀
斗
君

㊨
と
髙
阪
一
世
君 


